
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

節電対策メニュー 効果を高める取組など 削減効果 

空 調 

 

室温は１９℃を目安に、適切な温

度管理を行う 

（３度下げた場合） 

○使用していないエリア（会議室、廊下等）は空調を止める。  

○室内の CO2 濃度の基準範囲内（1,000ppm 以下）で、外

気導入量を適正化。 

 

○暖気を逃がさないよう、夕方以降はブラインドや厚手のカ

ーテンを閉める、遮熱フィルム等の活用。 

 

○空調機器の一斉の起動を避ける。  

照 明 

照度を確認し、作業に適した照度

（改正 JIS に準じた照度）に設定 

（例：事務室 500 ルクス程度） 

○照明を半分程度間引きする。  

○使用していないエリア（会議室、廊下等）は消灯。  

○昼休み等は完全消灯を心掛ける。 ＋α 

高効率照明ランプの採用 ○従来型蛍光灯を高効率蛍光灯や LED照明に交換する。 
 

OA機器 省エネモードの設定 

○長時間席を離れる時は、電源OFFかスタンバイモードに。  

○ディスプレイの明るさを調節。（輝度を 40％に下げる） 
 

○退社時のプラグ抜き徹底。 ＋α 

生 産 

設 備 等 

設備の運転方法の見直し、 

効率的な運転管理 

○使用側の圧力の見直しにより、コンプレッサの供給圧力を

低減する。（0.1MPa低減時） 

 

○コンプレッサの吸気温度を低減する。 

（吸気温度 10℃低減時） 

 

○更新および新設時には、トップランナー機器（最も省エネ

性能が優れている機器）を採用。 
＋α 

そ の 他 

デマンド監視装置等の導入・活用 
○電力の「見える化」により、最大使用電力を抑制し、契約

kWを下げることで年間の電気代削減につなげる。 

＋α 

環境マネジメントシステムの運用 

○環境マネジメントシステムの運用を通じて、エネルギー管

理・適正使用を図る。（エコアクション 21、ISO14001、

ISO50001 等） 

節電啓発 

○「信州省エネパートナー」に登録し、事業所としての節電

目標と具体的アクションを定めるとともに、従業員への周

知徹底を図る。 

○店舗等を「信州あったかシェアスポット」として登録する。 

○従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情

報提供を行う。 

 

重点アクション 

２０１7・冬 

事業者版 節電・省エネアクションメニュー 

暖房の適正な運転（室温 19℃）と WARMBIZ スタイルの推進 
適正暖房にふさわしい服装や身体を暖めるひと工夫の取組みを推奨（詳細は裏面） 

賢く節電♪ 

※ 経済産業省「冬季の節電メニュー」等を基に長野県が作成。 
※ 削減率は、建物全体の消費電力に対する節電効果の目安です。各々の建物の利用状況や設備内容によって効果は異なります。 
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２％カット 

 

エネルギー消費効率の高い機器の選択・購入の促進 

を宣言 
OA機器等の購入に当たっては、エネルギー消費効率の高い製品等の導入を促進し、 
省エネルギーラベル等の表示により、消費者へ分かりやすい情報提供を推奨 

 

工場やビル等の省エネルギー対応を促進しよう 

 ビル等の外壁・窓等を通しての熱の損失の防止を図るため、省エネルギー基準を
踏まえた建物の設計・施工を推奨 

 


